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したoこれか らゆちぎに よる電気抵抗 pfI､とその温度係数αflを概算すると,
圧縮率の大 きい金属例えばNa ではPfl･_αfl共に実測値と同程度の大 きさに
なり,一方圧縮率の小さい金属例えは In..S長の様な多価 金属ではこれ らの値
はかなり'lざ武 ｢従 ってNa の様143:金属にはイオン密度,あるいはイオン分布.
のゆちぎを■より厳密に考 慮しなければならないと考えられる｡
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基礎科学と技術の間を媒介 し,'強力な∵発展を うながすのは社会からの要請で










体制を要求して くるでし ょうO その中に技術そ して社会を見なおすきっかけが














d)層 動度 (不純物問相互 作用)
4)材料 との共存性 {芝芸 芸芸芸器 ,芸芸 `
a )諸物質の溶廃度 (金属 ,Ceramics--う
b l) 溶 出 , 拡散,析出････････
C ) 不 純 物 の 影 響
＼
d ) 熱 流 束 の 影 響
e ′) 物 質 中 へ の Na の しみこみ
,5 ) 熱 伝 達 お よ び熱衝撃
6 ) 表 面 の 濡 れ,磨耗
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